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（Jared Diamond, Unwritten knowledge. Nature,
vol.410, 521p, 2001）。文字を持たない人々は、
肉体外に知恵の宝庫（図書館）を持てないが故
に、年取った人たちを、危機を乗り切る知恵袋、
知恵の伝承者として処遇している。例えば、歯
を全て失っている老人たちは食べられないの
で、その子供たちが食べ物を咀嚼して柔らかく
した後、供するという徹底したお世話の仕方で
ある。
一方、文字を発明した化け物たちが造る文明
社会で、老人たちが受けている仕打ちはどうで
あろう。情報を絞り出されたゴミか滓のように
扱われていないであろうか。若者たちが得る、
人を直接介さない無味乾燥な情報が、人間くさ
さ（生き物らしさ）を失わせてしまうのかも知
れない。文字を持たない人たちの「口伝」とい
う人間くささを通じた情報によってのみ、ヒト
は化け物でない生き物として、生きていけるの
であろうか。人が咀嚼した形の情報として伝え
るシステムは、まさに教育そのものである。こ
の教育システムがうまく機能していないことの
現れかも知れない。未来の図書館には、この人
間くさい機能を取り込む工夫をして欲しいもの
である。
先人たちの言葉を借りるまでもなく、図書館
が教育/研究の場において必要不可欠であるこ
とは云うまでもない。しかし、図書や図書館を
大事に思い、十分な資金が提供されているかと
云えば、本当に情けない現実がある。一方、ヒ
トの人生の短さ故に、人類が蓄えた情報を十分
利用できなくなろうとしている。一日に２冊の
本を読み続けても一年間で、たったの730冊、
これを一生（100年？）続けたとしても、7万冊
をちょっと超えるにすぎない。どうやって良書
を選ぶのか、どうやれば必要な情報を確実に取
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り出せるのか。これまでのように本を並べ積み
上げただけでは図書館ではなく、情報をどのよ
うに整理し、簡単に検索できるようにして、必
要とする情報を直ぐ取り出せるようなシステム
自体が、未来の図書館であろう。しかも、それ
が人間くささのある情報として提供されれば、
願ってもないことである。
ヒトは、自分たちを産み育ててくれた地球と
その仲間たちとは異なった生き物に進化してし
まっていることを認識して、ヒトをヒトになら
しめた人体外の情報（図書館）を身につけなけ
れば、まさにヒトの形をしたモンスターそのも
のに成り下がるであろう。
最近、京都大学附属図書館のお陰で、欧米の
大学図書館のあり方を、視察する貴重な機会を
得た。日本の大学図書館の図書館員は司書を含
めて事務系に属し、本の選定や予算作成などは
大学の教官（faculty member）が行っている。
欧米では、全て図書館員（librarian）が行って
おり、修士や博士の学位をもっている専門的な
図書館員もいて、情報を整理し、提供している。
知恵の殿堂に紛れ込んだ闖入者にも、図書館員
が適切なアドバイスを返してくるシステムを作
り上げている。いかに図書館が教育/研究の場
で必要不可欠であると認識されているかは、そ
の総合図書館長の地位が、教官でないにも関わ
らず学部長より上であることが、雄弁に物語っ
ている。大学教官の関わりは、良くてアドバイ
ザー、多くは、このような本を図書館に備えて
欲しいと云うお願いをするだけである。大学教
官が教育や研究の片手間に、図書の選定や図書
館運営に関われないほど、毎日膨大な図書が生
まれ、電子図書など異質の情報が世界中に溢れ
ている現状がある。
情報化社会への移行でさえ遅れている日本
は、早急に旧態依然とした図書館システムを改
善しなければ、本当に大学の教育・研究自体が
世界から取り残される恐れがある。特に、最近
の電子ジャーナルの普及において、商業主義に
乗った出版社/取り扱い業者が、情報を欲しが
る大学人の弱みにつけ込んで、法律すれすれの
取引を行っている。最初はタダで電子ジャーナ
ルを利用させ、そのすばらしさにドップリ浸か
らせた後、この悦楽をむさぼるためには法外な
料金を要求するという、あくどい商売が横行し
ている。欧米の図書館を視察して、多くの大学
が同様な悩みで困惑している事実を痛感した。
多くの官公立大学を持つイギリスでは、電子
ジャーナル/学術雑誌の契約には国として対応
していることを知った。同様な事情にある我が
国は、税金の無駄遣いにならないよう、当然イ
ギリスと同様、国レベルで対応すべきことであ
ろう。大学が独立法人化する前に、解決して欲
しい課題である。
（うつみ　ひろし）
